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　新型コロナの感染拡大とそれにともなう移動自粛によって、人々の外出頻度・行動範囲・移動手段
が激変したことは良く知られています。しかしそれはいわゆる健常者についてであって、高齢者や障
がい者などの移動制約者の移動がコロナ禍によってどう変わったのかはあまり知られていません。従
来から移動制約者は階段などの物理的バリアを苦労して避けて移動してきました。そして今回あらた
に前景化したのは感染リスクという見えないバリアです。これらのバリアが移動制約者の移動と意識
に与える影響を、いくつかの調査とデータから明らかにすることが本研究集会の目的です。
　登壇者の本間健太郎・日下部貴彦・丹羽由佳理・新井祐子は、来たるべき “超超” 高齢社会にむけて、
移動制約者が安全安心かつ効率的に移動できるよう、シームレスなバリアフリールートを計画する方
法の開発を目的として研究を進めています。そのためにまず移動制約者の移動の実態とニーズをつか
むべく、いくつかの調査を行いました。本研究集会ではそれらの成果について発表し、議論します。
　また中村文彦氏をキーノートスピーカーとしてお招きしています。都市交通の分野において学術界
のみならず地域の現場にも精通しておられる中村氏から、バリアフリー化推進プロジェクトをはじめ
として、携わられた数々のプロジェクトを紹介いただきます。そして本研究集会の最後に、全発表者
５名でパネルディスカッションを行い、発表する研究成果をどう位置づけ、今後どのように研究・実
践を発展させるべきかについて議論します。
　移動制約者がどのような移動をしているか、それがコロナ禍においてどう変わったか、将来はどう
なりそうか、という本研究集会で議論される問いと答えが、統合的バリアフリールートの整備計画に
役立つことを期待しています。
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